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- 分析結果報告書について – 

本分析（*1）は、WADA の定める禁止表国際基準や 

JADA が公開するガイドライン（*2）をもとに、 

サプリメント等に混入する可能性の高いドーピング禁止物質を分析しています。 

なお本分析は、アンチ・ドーピングを目的とした第三者認証制度ではないため、 

分析していない LOT の安全性や、GMP など生産施設審査の状況、 

CBD 製品に含まれる可能性のある THC 等のカンナビノイドの除去（*3）については、 

製造・販売企業様へ直接ご確認ください。 

 

 

株式会社ヘンプライム 

製品名 ： Recovery Relief Roll-On 

使用期限：2027.10 

LOT：M1500RO924 

 

結果報告日：2o25.1.17 

  



 

報告書番号 

・20250117_HRRR01 

報告対象 (*4) 

・Recovery Relief Roll-On （使用期限：2027.10 / LOT：M1500RO924） 

 

分析手法 (*5) 

・液体クロマトグラフィー質量分析法（LC/MS）による製品の分析 

・ドーピング禁止物質の添加による確認試験 

分析精度 (*5) 

・N.D. ：検出限界値 (0.1ppm) 未満 

・N.D.*：検出限界値(1ppm)未満 



 

分析サンプル画像  

  

分析サンプル（*6） 

備考 

（*1）: ドーピング禁止物質を必ず含まないことを証明するサービスではありません。 

（*2）: 「スポーツにおけるサプリメントの製品情報公開の枠組みに関するガイドライン」

は、JADA（公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構）が設置した「サプリメント認証枠

組み検証有識者会議」により発行されたものです。 

本ガイドラインの「2.1 生産施設審査の実施」では、製造企業に対し GMP などの工場に関

する認証の取得、つまり異物混入がないような体制で製造することを求めています。 

（*3）：WADA も注意喚起をするCBD製品へのTHC 等のカンナビノイドの混入につい

ては、イルホープでは分析・確認ができないため、製造企業様へ確認をお願いします。 

（*4）（*5）：詳しくはイルホープの HP にある「イルホープ社の分析品目の選定方法」と

「分析手法 精度」をご覧ください。 

（*6）：分析サンプルの画像の状態で、分析をしています。 
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